








要約:川崎病急性期及び回復期の皮膚生検組織を用い病理組織学的、免疫組織学的検討を

行った。急性期は、真皮における毛細血管の増生と周囲の浮腫、血管内皮細胞の腫大、血

管内外に主として単核細胞の浸潤を認め、回復期には、上記の所見は著明に減少し、表皮

内に水泡形成の出現を見た。浸潤細胞は、主に CD4 陽性 T 細胞と CD13 陽性マクロファー

ジだった。また、表皮のみならず毛細血管内皮細胞や周囲の浸潤細胞に HLA-DR 抗原を認

め、川崎病の炎症部位での免疫反応の関与の可能性が示唆された。


